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平
成
23
年
第
７
回
常
総
市
議
会

（
定
例
会
）
が
、
11
月
30
日
か
ら
12

月
14
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
等
補

正
予
算
を
含
む
議
案
19
件
を
市
長
が

提
案
。
初
日
の
本
会
議
で
提
案
理
由

の
説
明
が
あ
り
、
議
案
及
び
請
願
３

件
、
陳
情
１
件
、
選
挙
２
件
は
各
常

任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
各
委
員
会
に
お
い
て
詳

細
に
審
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
採
決
の
結
果
、
議

案
19
件
中
17
件
が
可
決
・
1
件
が
否

決
、
1
件
が
同
意
、
請
願
３
件
中
２

件
が
継
続
審
査
・
１
件
が
採
択
、
陳

情
１
件
が
採
択
、
選
挙
２
件
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

平
成
23
年
９
月
30
日
の
人
事
院
勧

告
を
受
け
、
昨
年
に
引
き
続
き
給
料

表
月
額
や
期
末
・
勤
勉
手
当
を
引
き

下
げ
る
た
め
の
条
例
及
び
常
総
・
下

妻
学
校
給
食
組
合
の
解
散
に
伴
い
、

引
き
続
き
本
市
の
職
員
と
し
て
任
用

し
た
者
に
係
わ
る
在
職
期
間
等
の
特

例
を
定
め
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
家
的
緊
急
事
態
を
平
常
体
制
の

ま
ま
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
と
、
様
々

な
支
障
を
き
た
す
。
外
部
か
ら
の
武

力
攻
撃
、
テ
ロ
、
大
規
模
自
然
災
害

を
想
定
し
た
「
非
常
事
態
条
項
」
の

明
記
も
無
い
。
平
成
16
年
に
「
緊
急

事
態
基
本
法
」
の
制
定
で
民
主
・
自

民
・
公
明
三
党
が
合
意
し
た
が
、
今

日
ま
で
進
展
が
無
い
。
近
年
、
自
然

災
害
以
外
に
も
国
民
の
生
命
、
財
産
、

安
全
を
脅
か
す
事
態
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
国
会
及
び
政
府
に

お
い
て
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を
早

急
に
制
定
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す

る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

充
員
が
、
平
成
23
年
12
月
25
日
を
も

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
１
８
２
条
の
規
定
に
よ
り

選
挙
を
行
い
次
の
方
々
が
当
選
い
た

し
ま
し
た
。

●
委
員

　

武
藤
智
子
氏
・
渡
辺
清
治
氏

　

苅
部
義
男
氏
・
小
林
一
夫
氏

●
補
充
員

　

松
崎
和
江
氏
・
中
川　

平
氏

　

田
仲
安
夫
氏
・
海
老
原
和
子
氏
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の
見
直
し
、
県
に
よ
る
合
併
市

町
村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援

事
業
の
認
可
等
、
ク
リ
ア
す
べ

き
課
題
が
あ
る
。
早
期
完
成
を

目
指
し
、
県
と
も
協
議
し
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
要
望
し
て
い
く
。

再
質
問

　
　

県
の
ほ
う
で
も
予
算
が
な
い

の
は
理
解
し
て
い
る
。
や
る
気

が
な
い
と
い
っ
て
は
語
弊
が
あ

る
が
、
財
源
不
足
の
都
合
で
や

れ
な
い
の
が
一
つ
の
事
実
で
も

あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
私

が
お
願
い
し
て
い
る
の
は
、
残

っ
て
い
る
特
例
債
を
や
り
く
り

し
、
負
担
分
は
合
併
時
に
持
ち

質
問

　
　

こ
の
事
業
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
経
過
を
ま
ず
、
確
認
す
る
。

合
併
当
時
の
遠
藤
市
長
か
ら
は
、

合
併
特
例
債
は
水
海
道
６
対
石

下
４
で
使
う
と
い
う
説
明
が
あ

っ
た
。
当
時
、
合
併
協
議
を
す

る
中
で
、
共
通
の
３
大
事
業
は

（
北
部
幹
線
道
路
・
石
下
庁
舎

・
鹿
小
路
細
野
線
）
で
あ
っ
た

が
、
北
部
幹
線
道
路
は
事
業
費

が
か
か
り
す
ぎ
で
、
合
併
特
例

債
支
援
事
業
金
を
入
れ
て
も
無

理
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

県
の
支
援
事
業
金
に
つ
い
て
は
、

石
下
も
水
海
道
も
５
億
円
づ
つ
、

あ
わ
せ
て
10
億
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
、
水
海
道
に
は
工
業
団
地

が
あ
り
、
美
妻
橋
が
渋
滞
し
て

大
き
な
流
通
障
害
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
こ
の
解
消
の
た
め
に

バ
イ
パ
ス
ま
で
抜
く
工
事
が
10

億
か
か
り
、
こ
れ
に
充
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
、
遠
藤
市

長
か
ら
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。

石
下
で
事
業
が
展
開
さ
れ
た
と

き
は
、
そ
の
５
億
円
は
充
当
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
長
谷
川
市
長
が
就
任
さ
れ

て
か
ら
事
業
展
開
の
見
通
し
が

立
ち
、
喜
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
議
会
に
お
い
て
執
行

部
提
案
が
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
大
変
に
危
険
な

道
路
で
あ
る
。

　
　

人
身
事
故
も
い
く
つ
も
あ
り
、

物
損
事
故
に
つ
い
て
は
言
え
ば

限
り
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
地

元
住
民
よ
り
、
早
期
実
現
の
会

と
い
う
も
の
が
出
来
、
ま
た
、

皆
さ
ん
の
署
名
を
集
め
る
か
ら

と
い
う
事
で
８
６
５
７
名
の
署

名
を
集
め
て
い
た
だ
い
た
。
今

後
、
再
認
定
を
取
る
た
め
に
は
、

こ
の
請
願
を
採
択
し
、
財
源
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
、
県
と
交

渉
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

合
併
時
に
持
ち
寄
っ
た
資
産
を

活
用
し
、
市
長
の
英
断
を
持
っ

て
、
こ
の
件
が
認
定
さ
れ
た
後

の
こ
と
を
強
く
お
願
い
す
る
も

の
で
あ
る
。

答
弁
（
都
市
建
設
部
長
）

　
　

路
線
整
備
を
市
が
行
う
に
は
、

市
道
認
定
が
大
前
提
で
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、

交
付
金
の
採
択
、
合
併
特
例
債

高
崎
坂
東
線
の
採
択
と
認
定
に
つ
い
て

水
野　
　

昇 

議
員

高崎坂東線


